












 

昨年度,私共は,超未熟児(出生体重 1,000g 未満の未熟児)の生存例のうち,幼児期にある者

が,家庭内でどのように養育されているかを,“母親の子どもに対する態度"という観点から,

ある程度推測できないかと考え,若干の検討を加えた。その結果,傾向として,“厳格な"態

度,または“溺愛"の態度と,一見矛盾するような態度の“偏り”が観察されたが,全般的に

は,“安全"あるいは安定した態度をとっていることを知った。 

 今回は,前年度と同じ対象について,“母親の子どもに対する態度"が 1年後にどのように

変化したかを調べてみたのでその結果を報告する。 


